




































































































した「無形文化遺産保護条約」（Convention for the Safeguarding of the




























































史から見る済州海女の価値」（The Jeju Haenyeoʼs Value in Terms of the


















Haenyeo and the Japanese Ama。韓国語）として 2006年に刊行されている。
(）無形文化遺産登録運動の開始














かくして、済州島でのワールドカップ開催に先立つ 2002 年 6月 9 日〜11
日に、世界の海女研究者を済州市に招き、「海女の価値とその文化遺産」
（Values ofWomen Divers and Their Cultural Heritage）と題する第 1回国際
海女シンポジウムが開催された。
このシンポジウムでは、海女の潜水漁そのものの他、海女による持続的な


















































新設の海女博物館では、2006年の 6月 7 日〜8 日、海女博物館の開館を記
念して、「済州海女―抗日運動、文化遺産、海洋文明―」と題する国際シン








翌 2007 年 6月には、韓国で、海女文化を無形文化遺産へ登録する運動に
弾みをつける歴史的なニュースが発表された。済州島の火山島と溶岩洞窟が
韓国初の世界自然遺産に登録されたのである(13)。このニュースの興奮が冷












済州島の海女と日本の海女の無形（文化）遺産2008 年 6 月 20-21 日第 3回
持続的開発及び海女の漁と文化遺産の保護2007 年 10月 25-26日第 2回
済州島の海女―抗日運動、文化遺産と海洋文明―2006年 6 月@-A日第 1回
テーマ開催年月日
表 済州海女博物館で開催された海女シンポジウム一覧
海女文化伝承をめぐる諸問題と可能性2010年 10月 11 日第 5回
海女の無形文化遺産―ユネスコの代表リストと保護
の方法―























翌 2008 年 6月 20日〜21 日には、第 3回韓日海女国際学術シンポジウム、
「済州海女と日本海女の無形（文化）遺産」（Intangible Heritages of Jeju
Haenyeo and Japanese Ama) が済州島の海女博物館で開催された｡その前日
には、済州島の海女の祭典として、全島から多数の海女が参加して海女フェ
スティバルが開催された（図 2，表 2参照)(15)。3 日間にわたって開催され
たこのフェスティバルとシンポジウムには、日本から海の博物館の石原館長
が参加するとともに、鳥羽の海女 2人が日本人海女として初めて参加し、韓








海女フェスティバル2007 年 6 月 9-10日第 1回
海女のクッ儀礼挙行2006年 6 月@-A日









海女フェスティバル2010年 10月 9-10日第 3回














見ても、『海の母―済州海女―』（Mother of the Sea: The Jeju Haenyeo。韓国
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図 3　『済州海女史料集』（2009年刊）
語、英語。2007 年刊）や『済州海女の生業と文化遺産』（The Work and
Cultural Asset of Jeju Women Sea Divers。韓国語。2009 年刊）、『済州海女の
歌謡』（Songs among Jeju Haenyeo。韓国語。2009 年刊）、『済州海女史料集』







































2011 年 2月 7 日には第 15回の研究会を開催するまでになっている（表 3参
照）。言うまでもないことであるが、海女研究会の発足及びその後の研究活
動は、日本側における海女文化の組織的な創造ないし再発見に他ならない。






























































12月 7 日第 8回
「潜水漁の漁業管理」原田泰志（三重大学大学院生物
資源学研究科）






































































一方、2009 年の 6月 8 日〜9 日、済州島・海女博物館では第 4回国際学術
海女シンポジウム（「海女と無形文化遺産―ユネスコ代表リストと保全手段
―」（International Cultural Heritages of Haenyo: UNESCO Representative
List and Safeguarding Measures））が開催され、登録運動の具体的スケ
ジュールが検討される等、韓国側での登録運動がさらに具体化された。











・2010年 9月 25 日、志摩市文化会館にて
開催
第 2回海女フォーラム 志摩大会 ｢産業
としての海女」










・2009 年 10月 3 日、鳥羽市・海の博物館
にて開催
第 1回海女フォーラム 鳥羽大会


















































































































ためのグローバルストラテジー」The Global Strategy for a Balanced,




















































































( 1 ）本小論は、主に、筆者がこれまでに行った 2回の研究発表、「『グローカル研究』と
しての越境、接合、中間系の諸問題―ユネスコ無形文化遺産と日韓の『海女文化』
の客体化・登録運動を例として―」（2010年 3月 8 日、成城大学グローカル研究セ
ンター「越境プロジェクト」主催公開ワークショップでの発表）と、「近代的『文
化』概念への挑戦―日韓の『海女文化』の創出とユネスコ無形文化遺産への登録運
動―」（2010年 5月 15 日、成城大学グローカル研究センターの主催公開シンポジウ
ム「共振する世界の対象化に向けて―グローカル研究の理論と実践―」での発表。
上杉 2011 に再録）、及び「韓国と日本における『海女文化』の創造・再発見とユ




( 2 ）グローカル化（glocalization）の概念の詳細については、拙稿（上杉 2009）及び本
書の「序章」等を参照していただきたい。




























的開発―」（Jeju Haenyeo [Women Divers]: Their Intangible Cultural Heritage and
Sustainable Development）と題する講演（Yoo 2006）に、そのことが明示されてい
た。






















運動―グローカリゼーションの観点から―」『The 5th International Symposium









2006, Changing Labor Processes of Womenʼs Work: The Heanyo of Jeju Island, Korean
Studies 29: 114-136.
Yoo Chul-In




2007, Performing the Sacred: Political Economy and Shamanic Ritual on the Cheju
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Island, South Korea, Ph.D. Dissertation submitted to Indiana University (UMI
Microfilm 3278198).
좌혜경・권미선








2006，『제주해녀와 일본의 아마』(The Jeju Haenyeo and the Japanese Ama,)，민속원
（チャ・ヘギョン他，『濟州海女と日本の海女』，民俗苑，2006年）
해녀박물관
2007，『바당의 어멍 제주해녀』(Mother of the Sea: The Jeju Haenyeo)，제주콤（濟州特
別自治道海女博物館，『海の母――濟州海女――』，チェジュコム，2007 年）
＜簡易製本発表要旨集＞ ※刊行年順。和文ないし英文の原文タイトルで表示。
Values of Women Divers and Their Cultural Heritage
2002，2002 年 6月 9-11 日開催，第 1回世界潜女学術会議発表要旨集（韓国語、英語、
日本語），会場：済州グランドホテル，済州学会主管。
『済州海女―抗日運動，文化遺産，海洋文明―』(Jeju Haenyeo: Anti-Japanes Movement,
Cultural Heritage and Ocean Civilization)
2006，2006年 6月 7 日，済州海女博物館開館記念国際学術会議発表要旨集（韓国語，
英語、日本語），会場：済州海女博物館，済州海女抗日運動記念事業委員会主催，
世界島学会主管。
『済州海女と日本海女の無形遺産』（Intangible Heritages of Jeju Haenyeo and Japanese
Ama）
2008，2008 年 6月 20-21 日開催，第 3回韓・日海女国際学術シンポジウム発表要旨集
（韓国語，英語，日本語），会場：済州 KALホテル，海女博物館主催、済州学会
主管。
『해녀문화 전승보존의 과제와 전망』（『海女文化の伝承保存への課題と展望』）





URL:http://www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/bunka_isan.html（2011 年 2月 20日閲
覧）。
「海女研究会」HP「開催記録」
URL.http://www. lib.mie-u.ac. jp/r_and_d/research/amaken/record.html（2011 年 1 月
29 日閲覧）
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